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動 物 名 飼 育 数 動 物 名 飼 育 数
マウス 3424 Tgマウス 2218
ラット 1497 Tgラット 66
スナネズミ 412 モルモット 39









































































































列 (熊本大のケージでは 7段 9列)で､扉を
付けることとし､それは作業性から折戸式と
した｡平成 12年(2000年)および 13年(2001
年)に設置された｡なお､この折戸式の扉は現
在､会社から共同で特許の申請中である｡
〔おわUに〕
動物実験施設は､医学研究に欠かすことのでき
ない実験動物を管理していることから､その重要
性は今後益々増加していくものと予想される｡実
験動物の開発を含め､動物実験技術あるいは方法
は､現在､急速に進歩 ･発展し､多様化している｡
限られた人員およびスペースで動物実験施設が常
にこれに対応していくことは極めて難しい｡しか
し､動物実験の重要性が増加し､実験方法が急速
に進歩しているときに､それに対して臨機応変に
対応し､医学 ･生物学研究者にとって必要な研究
環境を整備していくことが動物実験施設に求めら
れる｡それが研究支援を目的とする動物実験施設
の使命であり､共同利用施設としての動物実験施
設の存在意義はそこにあるものと思われる｡
